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戸島美喜夫「冬のロンド」における音楽語法 

A Study of the technique of musical in Mikio Tojima’s〈Winter Rondo〉   

     

                   西野 洋子 
Youko Nishino       

 
キーワード：1970 年代のピアノ作品 特殊奏法 前衛 反復構造 

１．はじめに 
ジョン・ケージ（John Milton Cage jr.1912-1992）が来日する一年前の 1961 年 9 月、我が国にお

いては初の即興集団「グループ音楽」の第一回公演「即興演奏と音響オブジェによるコンサート」が 

草月ホールで開催された。メンバーは、当時、東京藝術大学音楽学部楽理学科の学生であった小杉武

久（1938～）、水野修孝（1934～）、刀根康尚、塩見允枝子（1934～）、柘植元一(1937～)、武田明倫

(1937～2003)、そして、本稿で取り上げるピアノ独奏曲「冬のロンド」の作曲者である戸島美喜夫

（1937～）、という錚々たる顔ぶれである¹⁾。 

プログラムに掲載された「われわれの名称は、例えばダダの機関紙が「文学」であったというアイ

ロニーに類推される意味をその一面に持っていることは確かである。しかし、われわれは現在の不当

に縮小された「音楽」の意味を回復する役割を受け持っているという「自負」がその中に含まれてい

ることを強調する必要がある」という声明文からは彼らの並々ならぬ意気込みを推し量ることができ

る²⁾。それにしても、東京藝術大学というアカデミックな場からの「集団即興グループ」の出現は当

時の音楽界にとって色々な意味でセンセーショナルな出来事であったに違いない。事実、その後の、

いわゆるケージ・ショックといった日本の前衛という分野を語るときには欠くことができないことの

一つである。 

戸島が東京藝術大学音楽学部楽理学科在学中、インドから帰国したばかりの小泉文夫³⁾が民族音楽

学講座に着任し、そのことで戸島はインド音楽に強く影響をうける⁴⁾。その後、「水牛楽団」で高橋

悠治⁵⁾とともに活動することで東南アジアの音楽とも深く関わっていく。「冬のロンド」はそのよう

な経緯を経て「グループ音楽」結成から約 20 年後の 1979 年に発表された。初演およびコンパクト

ディスクへの録音ともに高橋悠治の演奏である⁶⁾。本稿ではこの作品を通して 1970 年代の日本にお

ける前衛という分野の考察を試みる。 

なお、「冬のロンド」は、やはり戸島の作品である水上勉原作の戯曲「冬の柩」に於ける劇中音楽

をピアノ独奏用に再構成した作品である。⁷⁾ 

２．分析方法 

 「冬のロンド」は、Ritornello、InterludeⅠ、InterludeⅡ、InterludeⅢの 4 つの部分で構成され、
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それらを஺஫に㓄ิしている。ඛࡎ、それࡒれのࢸー࣐となっている要⣲をᢳ出することからጞめな

くてはならないが、その方法としてグ㆕法を通して演奏のための作品分析をおこなう。 

㸱．構成 

ᶆ㢟 「冬のロンド」1979 年 㸴月 12 日 

作曲者 戸島美喜夫 

初演  高橋悠治 

Ritornello  ݛǝ㸻88 㸶分の㸴ᢿ子   1～30 小⠇（小⠇␒号は➹者によるものである） 

InterludeⅠ ݛǝ㸻120 8 分の 6 ᢿ子 31～11� 

InterludeⅡ ݛ 㸻72 4 分の㸲ᢿ子 116～136  

InterludeⅠ  ݛǝ㸻120  8 分の 6 ᢿ子 137～191 

Ritornello             8 分の 6 ᢿ子  192～206 

InterludeⅢ ݛ 㸻60 4 分の㸲ᢿ子 20㸵～228 

InterludeⅡ ݛ 㸻72 4 分の 4 ᢿ子 229～240 

InterludeⅢ ݛ 㸻60 4 分の 4 ᢿ子 241～269 

Ritornello          8 分の 6 ᢿ子 270～284 

㸲．分析 

ձᶆ㢟「冬のロンド」 

ᶆ㢟について、例えばྂ඾ὴな࡝では「ピアノ・ࢯナࢱ」「ピアノ・トࣜオ」➼々、ᙧᘧや楽ჾの

⦅成な࡝を表している場ྜがከい。一方、20 ୡ⣖௨㝆は作曲者自㌟がᶆ㢟をつけることがከいこと

から、作品になにかしらある一ᐃの関わりがあるとᤊえてもよいと考える。 

ղRitornello  

 C 音、および Cis 音の➼㛫㝸のྠᆺ反復構成となっている。 

C 音はḟ第に㏆㞄の音をᘬきᐤࡏつつクラスࢱーとなる。そして、ᘬきᐤࡏられた音はḟ第に一つ一

つ๤がれⴠࡕるようにᾘえてゆき、Cis 音に⛣⾜し、ྠじく㏆㞄の音をᘬきᐤࡏクラスࢱーとなり、

ᘬきᐤࡏられた音はḟ第に一つ一つ๤がれⴠࡕ、再ᗘ Cis 音のみとなる。音量タᐃは㹮から SoFo a 

SoFo FresF.で㹤へ、そして、㹮㹮から（suEito）㹤へ、そして Soco a Soco SS へと㠀ᖖに⣽かくᣦ

♧されている。 
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ճ,nterludeⅠ   

Ritornello は attacca で ,nterludeⅠに⛣る。ඛࢸ、ࡎン࣏タᐃがኚわることとෑ㢌の sf で奏さ

れる不༠࿴音、それに⥆くࣇェル࣐ーࢱが᭩かれたఇ➢な࡝から場面が一ኚすることが理ゎできる。 

 ,nterlude Ⅰは �つの部分で構成されている。ෑ㢌の部分は㋃みっࡥなしのダンパー࣌ダルとᣦ♧

され &is�)is�+�( の㸲ᗘ音⛬からなるࣔࢳーࣇを⧞り㏉す構成になっている。ࣔ は分᩿されたࣇーࢳ

かたࡕからᚎ々に&�)is�+�(に⛣⾜して、᭱ ⤊ⓗに&�)is�+�(のቑ �ᗘを含ࡴ分ᩓ࿴音で༊ษられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中㛫部分は࣌ダルのᣦ♧はない。ቑ・短音⛬を含ࡴ不༠࿴音の✺き่さるような響きの࿴音ࡦとつ

とつに音量タᐃが⣽かく᭩かれ、そのᖜはࡦ SSS から ff、sf までがᣦ♧されている。ᴟ➃な音量の

ᕪがある不༠࿴音とఇ➢とが⤌みྜわࡏることで、曲඲యに強い⥭㏕ឤが生れている。 

 

戸島美喜夫「冬のロンド」における音楽語法 235



 
 

 ― 4 ―

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後奏部は、ෑ㢌部分とྠじく &is�)is�+�( のࣔࢳーࣇが反復されるが、ここでは sustain harmonics 

Ey usinJ sostenuto Sedal とᣦ♧されたなかで、&�)is�+�( の㗦い響きの࿴音とఇ➢とが⤌みྜわさ

れることで、そのṧ響がᮌ㟋のように響く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

236　豊岡短期大学論集　第14号（2017）



 
 
豊岡短期大学論集 第 14 号 (2017) 
 

 ― � ―

 

 

 

 

 

մ,nterludeⅡ  

タᐃがኚわることとఇ➢とで場面を༊ูしている。ෑ㢌の࣏ンࢸ  '�A�'�A�'�A の࿴音は harm�とᣦ

♧され、そのなかで、より高い音高でቑ �ᗘ音⛬を含ࢳࣔࡴーࣇがఇ➢とセットになることで、ᮌ㟋

のようなవ㡩をṧしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

��１小⠇には㸶分ఇ➢で㛫を⨨き、ఱかしら㑧ᝏなものをឤじさࡏるቑ㸲ᗘからはじまる上᪼する

かたࡕのࣔࢳーࣇがある。このࣔࢳーࣇは ,nterludeⅡのなかでᗄᗘも反復されるが、これは

,nterludeⅠの �ᗘࣔࢳーࣇの᩿∦であると考えられる。 
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յ,nterlude Ⅰ  

前出の ,nterlude Ⅰのෑ㢌部分である ��～�� 小⠇は┬␎されている。 

中㛫部分である ��� 小⠇┠からは、やはり harmonics とᣦ♧され、前出の ,nterludeⅠの �� 小⠇┠

の音ᆺが反復される。 

 

 

 

 

նRitornello 

 前༙の �� 小⠇が、再ᗘ、演奏されるが、ここでは音量タᐃは SS、continue harmonics とᣦ♧され

ている。⧞り㏉しは ff であることで␗なった✵㛫がᒎ開される。 

 

 

 

 

 

 

շ,nterludeⅢ  

SSS から fff までのᖜで音量タᐃされた、短・ቑ・ῶを含ࡴ㗦い響きのクラスࢱーが஘⯙する。ま

た、quasi flatter]unJe な࡝の奏法にຍえ、前ᡴ音にはアクセント、flatter に関しても sf、ff、S、

そして cres�と⣽かな音量タᐃがされている。そして、flatter と短・ῶ音⛬のΰࡊった不༠࿴音と

が⃭しくධりΰじり、㛗いఇ➢のあとに⫝を౑ったクラスࢱーで⥾めくくられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

238　豊岡短期大学論集　第14号（2017）



 
 
豊岡短期大学論集 第 14 号 (2017) 
 

 ― 7 ―

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ո,nterludeⅡ  

 ෑ㢌の A 音と ' 音からなる࿴音は harmonics とᣦ♧され、前出の ,nterludeⅡの一部が奏される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

չ,nterludeⅢ  

 ᖜᗈい音ᇦを㗦い響きの不༠࿴音が㣕び஺うが、そのࡦとつࡦとつに SSS から fff までの音量タᐃ

が⣽かくᣦ♧されている。それにຍえて、ࡰ࡯一音一音にࢾࢸート、スࢱカート、スࢱカーࢸィシࣔ

➼々のアーࢸィキࣗࣞーションがᣦ♧され、それらがఇ➢と஺஫にᙎかれることで⥭㏕ឤが一ᒙつよ

くឤじられる。やがて、⃭しく஘⯙するᤸや⫝を౑ったクラスࢱーに⛣⾜し、クラスࢱーの響きをṧ

したままḟの Ritornello につながれる。  
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պRitornello 

  ,nterludeⅢの᭱後のクラスࢱーの響きをṧしたまま、Ritornello に⛣る。 

ෑ㢌の Ritornello と␗なり、fff（Soco a Soco dim� al fine）という音量タᐃである。また、 

２nd time Zithout Sed ともあり、音ᆺ反復はするがෑ㢌の Ritornello とは඲く␗なり、஝いた✵

㛫がᒎ開される。 
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㸱．⤊わりに 

 ケージのᘵ子である一ᰗ្͹⁾が帰国し、アメࣜカの実㦂音楽を我が国に⤂௓する௨前から独自のᴫ

ᛕをもって活動を⾜なってきた「グループ音楽」であるが、そのメンバーの方ྥᛶはᵝ々であった。

作曲ᐙとしての方ྥᛶを持つメンバーは⛛ᗎにᚑった即興ᛶを通して、楽㆕にはグࡏないᵝなໃいの

ある音のᙧを㏣ồした。一方、インド音楽な࡝の即興ᛶを◊✲していたメンバーはဴ学ⓗḟ元で即興

演奏を考えていたͺ⁾。戸島は、小泉文夫の影響でインド音楽に影響をうけた。が、それはỴして民族

୺⩏ということではなく、グローバルでᗈ⠊な音楽ⓗど野をᚓたきっかけであったことがこの作品か

らも明らかである。  

「冬のロンド」は Ritornello、,nterludeⅠ、,nterludeⅡ、,nterludeⅢの �つの部分で構成され、

඲యを通して音量タᐃは⣽かくᣦ♧され、ఇ➢ࡦとつとってもその前に⨨かれた音のవ㡩を࡝うする

かということまでタィされている。そういったことから考えると、小⠇⥺は᭩いてあるもののᢿに⧳

わるアクセントはなく、作曲者が᭩いたアクセントのみが᭷ຠでなくてはならないと考える。そして、

඲యを通して「反復」構造であることが明らかになった。 

音楽学者の἟野㞝ྖは「反復」についてḟのように㏙࡭ている。「およそ、���� 年前後をቃにして、

前衛音楽の中にも反復の要⣲が౵ධするようになってきた。このことは、前衛音楽が大きなኚ㉁を㐙

げていることの඙ೃと考えられる」。また、メルス࣐ン¹|⁾のゝⴥとしてḟのことがらをᣲげている。

「㛢㙐ⓗᙧᘧにおけるくりかえし（部分反復）を開ᨺᙧᘧの上に⩻᱌したものが反復㐍⾜であり、し

かも反復はそれ自య「発ᒎの⾪動」をもっている。このことは、前衛音楽が大きなኚ㉁を㐙げている

ことの඙ೃと考えられる」。また「反復のㅖᙧែのうࡕ、ྠ音反復と音ᆺ反復は、楽曲を前㐍さࡏる

ためのものであり、部分反復は回᝿・再㉳のものと考えてよいであࢁう」¹¹⁾。 

Ritornello は඾ᆺⓗな➼㛫㝸のྠ音の音ᆺ反復構成である。そのことで音楽に推㐍ຊがຍわって

いる。,nterludeⅠと ,nterludeⅡはࡕ࡝らかというとᑐ↷ⓗなᵝ┦を࿊しているが、ࡕ࡝らも � ᗘ

音⛬が㔜要な要⣲であるというඹ通㡯がある。例えば、,nterludeⅠはᇶとなるቑ � ᗘ音⛬を含ࡴ音

ᆺと࿴音が⧞り㏉される。ඛࡎ分᩿されたᙧで⧞り㏉してᇶとなる音ᆺに⾜き着く。それをఱᗘも⧞

り㏉すことにより、ᇶとなる音ᆺに⾜き着くことが期ᚅされるようになる。ྠ時にቑ �ᗘ音⛬を含ࡴ

不༠࿴音はఇ➢とセットにすることで、響きのᛶ᱁をより強調している。,nterludeⅡもやはりቑ �

ᗘ音⛬を含ࡴ �つのࣔࢳーࣇを᭷し、それをᗄᗘも⧞り㏉す構成になっている。㠀ᖖに⣽かく音量や

奏法をᣦᐃしていることからྠじ音㉁はࡩたつとないといえるのࡔが、ࣔ ⤫を⧞り㏉すことでࣇーࢳ

一ឤがもたされている。また、,nterludeⅢの⦓ᐦな音量タᐃにຍえ flatter、shaks、culaster、

harmonics な࡝の࣌ダルࢸクニックを含ࡴ特殊奏法を㥑౑した✵㛫タᐃからは戸島の「音㉁」へのこ

 。わり、「音㉁」そのものが๰作ಙᛕであることが推察できるࡔ

Ritornello、,nterludeⅠ、,nterludeⅡ、,nterludeⅢは඼々が␗なるࢸー࣐を持っていることで 

Ⅰ～ϫとゝい᥮えることができる。そして、඼々が⤌みྜわされることで᭷機ⓗに作用し、඼々࣐ーࢸ
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をより㝿❧たࡏることに成ຌしている。 

「冬のロンド」はࡦとつの㝽もなくィ⟬された⦓ᐦさでその音楽語法はᴟめて明ᬓであり、戸島は

この作品で日本ⓗな㢟ᮦと西洋音楽の音⤌⧊とを見事に⼥ྜさࡏている。 

Ḣᕞでは᭩かれた作品は即、演奏されホ౯されてきたというṔྐがあることで現代音楽はより㌟㏆

なものとなっている。一方、わが国においては、そうとはいえない現≧がある。ඛࡎは、ᩍ⫱の場で

よりከくの日本ேの作品があつかわれることを期ᚅしたい。 

 

ὀ㔘 

��このコンサートで戸島はࠗM�&�1o��࠘という作品を発表した。 

�㺀日本ᡓ後音楽ྐ 上ᕳ ᡓ後から前衛の時代へ㺁 ᖹซ♫ 㹮����� 

��Ώ㑓ᮍᕹ「日本のࣔダンジࣕࢬ、現代音楽、ࣜࣇージࣕࢬの᥋Ⅼ㺁 

��草月アートセンࢱーと᪂ୡ⣖音楽◊✲ᡤの活動を᥋Ⅼに�� 

�東京藝術大学音楽学部⣖要第㸱㸲集 ᖹ成 �� 年 � 月 S����  �� ���� 

��小泉文夫�����㸫�����民族音楽学者  

��「戸島美喜夫ඛ生 㑏ᬺを⚃う఍ 戸島美喜夫ඛ生プロࣇィール」   

��高橋悠治（����～）作曲ᐙ ピアニスト 

�）「Winter Rondo」録音：高橋悠治 ���� 年 � 月   ࣞー࣋ル：A/M Records 

��「戸島美喜夫ඛ生 㑏ᬺを⚃う఍ 作品一ぴ」 

��一ᰗ្�����～�ケージを代表とするアメࣜカ前衛音楽を日本に⤂௓し、いわゆる「ケージショック」といわれ

る⾪ᧁを音楽界に୚えた。 

��「日本ᡓ後音楽ྐ 上ᕳ ᡓ後から前衛の時代へ」ᖹซ♫ 㹮��� �����  

���）ン࣐ンス・メルスࣁ����㸫����）ドイࢶの音楽美学者 

��）「���� 年前後における反復要⣲のቑຍと≀語の復活」἟野㞝ྖⴭ 

  � 東京音楽大学◊✲⣖要 �� ᕳ S���～S���、S��� ～㹮����  

���౑用楽㆕「戸島美喜夫 作品ᢒ」���� 年 � 月 �� 日発⾜：日本音楽ⴭ作ᶒ༠఍�出�チㅙ第 �������㸫��� 号 
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